












































イオン擬スピン間の "RKKY相互作周〝であろう｡ これに対し低温では各サイ ト上でいわゆ
る近藤一重項状態が安定化する｡一重項状態ではイオン擬スピンのup,down成分が等しく重
じょうしており,イオンは平均として変位しない｡両者の競合が問題となるが,どちらが卓越
するかは物質によるものと思われる｡大部分のA15型化合物でマルテンサイ ト変態が出現しな
いことを考えると,これらの系では各サイ トでの一重項状態が卓越_L,サイ ト間コヒーレンス
によってHeavy-Fermionが出現しているものと考えられる｡Nb3Sn,V3Siのみで,両者が
共存しているものと思われるが.反強磁性とHeavy-Fermionの共存という問題であり,はっ
きりとしたことはいえない｡RKKY相互作用が卓越すれば,イオンは大きく変位することにな
り,おそらくは結晶の不安定性をもたらすであろう｡この点はいくつかのA15型化合物が結晶
として不安定であることと関連があるものと思われる｡Fermi面効果としての一重項状態の形
成がマルテンサイ ト変態を抑え, A15型構造の安東化に有利に働いていることは注目に値する｡
一重項状態ではイオンは両側のwellに等確率に存在するのでdouble-wellの拡がりがDebye-
Waller因子として観測できるであろう｡一重項状態はFermi面効果によるものなので絶対
零度でもこの因子は消失 しないと考えられる｡
References
1)T.MatsuuraandK.Miyake,∫.Phys･Soc･Jpn･55･(1986),Nol･
2)C.C.YuandP.W.Anderson,P･R･B29,(1984),6165･
3)K.Vlad;randA.Zawadowski,P.R･B28,(1983),1564･
-114-
